
や
手
足
の
痛
み
な
ど
を
鍼
で
や
わ
ら
げ

る
。
治
療
内
容
や
結
果
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
通
し
医
師
ら
も
把
握
で
き
る
仕

組
み
だ
。

ゲ
リ
ー
・
デ
ン
グ
医
師
（
39
）
は

「
西
洋
医
学
が
効
果
的
な
患
者
に
、
C
A

M
だ
け
の
治
療
は
勧
め
な
い
」
と
強
調

す
る
。
国
が
研
究
に
力
を
入
れ
始
め
、

患
者
の
要
望
も
多
い
こ
と
か
ら
導
入
し

た
。し

か
し
治
癒
効
果
が
明
ら
か
で
な
い

現
状
で
は
、
症
状
を
や
わ
ら
げ
た
り
再

発
を
防
い
だ
り
す
る
た
め
、
西
洋
医
学

と
併
せ
て
使
う
べ
き
だ
と
い
う
。

「
単
な
る
C
A
M
で
は
な
い
。
安
全

で
有
効
な
C
A
M
を
従
来
の
医
療
に
組

み
合
わ
せ
る
統
合
医
療
な
の
で
す
」

西
洋
医
学
か
、
C
A
M
か
。
米
国
病

院
協
会
の
調
査
で
は
、
何
ら
か
の
C
A

M
を
採
り
入
れ
て
い
る
病
院
は
26.7
％
で
、

近
年
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
統

合
医
療
を
望
む
患
者
も
増
え
て
い
る
。

シ
ア
ト
ル
で
夫
と
2
人
の
子
ど
も
と

暮
ら
す
ジ
ャ
ニ
フ
ァ
ー
・
ド
ワ
イ
ヤ
ー

さ
ん
（
42
）
も
そ
の
１
人
。
8
年
前
、

盲
腸
が
ん
の
手
術
を
し
た
が
、
抗
が
ん
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照
明
を
落
と
し
た
部
屋
に
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

癒
し
の
音
楽
が
流
れ
る
。

「
吐
き
気
は
ど
う
？
」。
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
ウ

エ
ン
デ
ィ
・
マ
イ
ナ
ー
さ
ん
（52）
は
、
ベ
ッ
ド
に
寝

る
患
者
の
手
足
に
オ
イ
ル
を
塗
り
ほ
ぐ
し
て
い

く
。3

月
中
旬
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
ス
ロ
ー
ン
ケ
タ
リ
ン
グ
記
念
が
ん
病
院
の
統
合

医
療
セ
ン
タ
ー
。
先
進
的
な
が
ん
治
療
で
世
界
的

に
知
ら
れ
、
全
米
屈
指
の
が
ん
専
門
病
院
が
、
ヨ

ガ
、
音
楽
療
法
な
ど
の
補
完
代
替
医
療
（
C
A
M
）

と
西
洋
医
学
を
組
み
合
わ
せ
た
「
統
合
医
療
」
を

始
め
た
の
は
99
年
の
こ
と
だ
。

大
学
で
鍼
と
中
国
医
学
を
学
ん
だ
リ
リ
ー
・
ザ

ン
グ
さ
ん
（
31
）
は
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る
吐
き
気

剤
に
よ
る
激
し
い
吐
き
気
に
襲
わ
れ
た
。
見

か
ね
た
妹
が
鍼
治
療
を
紹
介
、
主
治
医
に
も

勧
め
ら
れ
た
。

た
め
ら
い
は
あ
っ
た
。「
あ
の
ひ
ど
い
思
い

は
も
う
嫌
」
と
試
し
た
と
こ
ろ
、
吐
き
気
は

な
く
な
っ
た
。
主
治
医
の
診
察
と
同
時
に
毎

月
、
鍼
治
療
を
受
け
漢
方
薬
も
飲
む
。

育
成
の
働
き
も
広
が
っ
て
い
る
。
約
130
あ

る
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー
ル
（
医
科
大
学
院
）

の
3
分
の
2
に
C
A
M
講
座
が
あ
り
、
学
生

は
西
洋
医
学
と
同
時
に
学
ぶ
。

ア
リ
ゾ
ナ
大
学
で
は
95
年
か
ら
2
年
間
の

「
統
合
医
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
始
し
、
す
で

に
世
界
各
国
150
人
の
医
師
や
看
護
師
が
研
修

を
終
え
た
。
ラ
ン
デ
ィ
・
ホ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
医

師
（
46
）
は
「
西
洋
医
学
と
C
A
M
の
ど
ち

ら
の
肩
を
持
つ
わ
け
で
も
な
い
。
い
い
も
の

な
ら
採
り
入
れ
る
と
い
う
姿
勢
で
す
」
と
強

調
す
る
。

代
替
医
療
に
頼
る
患
者
が
増
え
て
い
る
。

米
国
で
は
多
額
の
予
算
を
か
け
て
研
究
、
西

洋
医
学
と
の
融
合
を
目
指
す
「
統
合
医
療
」

も
広
が
る
。
患
者
の
戸
惑
い
も
含
め
、
日
本

の
数
十
年
先
と
言
わ
れ
る
米
国
の
現
状
を
見
た
。

日
本
で
は

利
用
者
最
多
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト

日
本
の
医
療
機
関
で
は
、
C
A
M
の
使
用

に
関
し
て
、
患
者
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る

ケ
ー
ス
が
一
般
的
だ
。
癌
（
が
ん
）
研
有
明

病
院
で
は
患
者
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
際
、「
治

療
効
果
が
減
弱
す
る
可
能
性
も
あ
る
」
な
ど

し
て
、
患
者
に
注
意
を
促
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
っ
て
い
る
。

C
A
M
に
つ
い
て
理
解
を
示
す
医
師
は
少

【統合医療】
鍼灸（しんきゅう）、サプリメン

ト、心理療法などの補完代替医療

（CAM）と西洋医学を融合させ、

互いの利点を生かそうとする医療。

米国立補完代替医療センターによ

ると「従来一般的に利用されてい

る医学からはずれた治療」という。

日本では保険の対象となる漢方が

米国ではCAMとされるなど、国に

より内容も異なる。

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
ベ
セ
ス
ダ
。
い
く
つ

も
の
病
院
や
研
究
所
を
抱
え
る
国
立
保
健
研

究
所
（
N
I
H
）
の
120
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
敷

地
の
一
角
に
、
漢
方
、
ヨ
ガ
、
鍼
灸
な
ど
を

研
究
す
る
「
本
拠
地
」
が
あ
る
。

国
立
補
完
代
替
医
療
セ
ン
タ
ー
（
N
C
C

A
M
）。
ジ
ャ
ッ
ク
・
キ
ル
ン
国
際
研
究
局

長
は
「
設
立
し
て
か
ら
の
最
大
の
成
果
は
、

な
い
が
、
求
め
る
患
者
は
増
え
、
扱
う
病
院

も
増
え
て
き
た
。

東
京
医
科
大
学
・
臨
床
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
客
員
助
教
授
の
蒲
原
聖
可
医
師
ら
が

02
年
に
患
者
三
千
百
二
十
三
人
を
対
象
（
有

効
回
答
率
37.2
％
）
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
65.6
％
が
過
去
1
年
間
に
何
ら
か
の
C
A

M
を
利
用
し
て
い
た
。

利
用
し
て
い
た
の
は
サ
プ
リ
メ
ン
ト

（
42.6
％
）
が
最
も
多
く
、
つ
い
で
マ
ッ
サ
ー

ジ
（
31.2
％
）、
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
（
20.2
％
）

な
ど
だ
っ
た
。
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西
洋
医
学
の
医
師
と
の
橋
渡
し
が
で
き
た
こ

と
」
と
振
り
返
る
。

N
C
C
A
M
の
設
立
は
6
年
前
。
99
年
度

約
5
千
万
ド
ル
（
約
五
十
四
億
円
）
だ
っ
た

予
算
は
増
え
続
け
、
今
年
度
は
約
一
億
二
千

三
百
万
ド
ル
（
約
百
三
十
二
億
八
千
万
円
）

に
ま
で
な
っ
た
。
5
年
で
2
倍
以
上
予
算
を

伸
ば
し
た
研
究
機
関
は
極
め
て
ま
れ
だ
。
国

民
に
急
激
に
浸
透
し
た
補
完
代
替
医
療
（
C

A
M
）
を
「
い
い
も
の
」
と
「
悪
い
も
の
」

に
振
り
分
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
だ
。

93
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
発
表
し
た
「
国
民
の
3
分
の
1
が
過
去
1

年
間
に
1
種
類
以
上
の
C
A
M
を
利
用
し
て

い
た
」
と
い
う
調
査
は
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。
97
年
の
調
査
で
利
用
者
は
4
割
を
超
え
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
政
策
委
員
会
が
で
き
る

な
ど
、
C
A
M
の
調
査
研
究
は
国
家
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
な
っ
た
。

効
果
の
あ
る
C
A
M
は
ど
う
や
っ
て
見
分

け
る
の
か
。

安
全
で
有
効
、
安
全
だ
が
有
効
性
が
疑
わ

し
い
、
安
全
性
は
疑
わ
し
い
が
有
効
、
安
全

で
も
有
効
で
も
な
い
…
。
キ
ル
ン
局
長
は

「
科
学
的
な
証
拠
に
基
づ
く
医
療
（
E
B
M
）

か
ど
う
か
が
最
も
重
要
。
大
学
や
研
究
機
関

と
協
力
し
な
が
ら
ど
れ
に
あ
て
は
ま
る
か
調

べ
て
い
く
」
と
話
す
。

例
え
ば
、
鍼
治
療
は
抗
が
ん
剤
に
よ
る
吐

き
気
解
消
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

し
か
し
、「
前
立
腺
が
ん
に
効
く
」
と
い

わ
れ
て
い
た
ハ
ー
ブ
に
は
、
効
果
が
な
い
。

う
つ
病
に
有
効
と
い
わ
れ
た
セ
ン
ト
ジ
ョ

ン
ズ
ワ
ー
ト
（
西
洋
オ
ト
ギ
リ
草
）
を
エ

イ
ズ
治
療
薬
と
同
時
に
使
用
す
る
と
、
治

療
薬
が
効
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
な
ど
も
分
か
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
で
「
が
ん
に
効
く
」
と

さ
さ
や
か
れ
る
サ
メ
の
軟
骨
に
つ
い
て
、

キ
ル
ン
局
長
は
「
ま
だ
研
究
途
上
で
効
果

は
分
か
ら
な
い
」。
キ
ノ
コ
の
一
種
ア
ガ
リ

ク
ス
に
至
っ
て
は
「
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」

と
い
う
。

現
場
で
も
手
探
り
が
続
く
。

ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
バ
ス
チ
ー
ユ
大
。
敷

地
内
に
は
数
千
種
の
ハ
ー
ブ
や
漢
方
薬
に

な
る
草
花
が
植
え
ら
れ
た
農
園
が
あ
る
。

葉
草
を
横
目
に
ギ
ャ
ナ
デ
ィ
・
ラ
ス
キ
ン

医
師
（
44
）
は
、
顔
を
曇
ら
せ
た
。「
も
ち

ろ
ん
E
B
M
は
大
切
。
し
か
し
、
漢
方
薬

は
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
効
果
が
出
る
。

個
々
の
効
き
目
を
調
べ
た
だ
け
で
は
、
効

果
を
証
明
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
」

同
大
で
は
25
年
以
上
前
か
ら
、
ハ
ー
ブ
、

鍼
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
（
病
気
の
原
因
と
な

る
物
質
を
薄
め
て
投
与
す
る
療
法
）
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
、
自
然
治
癒
力
を
高
め

る
治
療
に
取
り
組
む
。

現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
マ
ッ
シ
ュ
ル

ー
ム
の
エ
キ
ス
を
エ
イ
ズ
治
療
に
生
か
せ

な
い
か
、
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
認
知
症
（
痴

呆
症
）
予
防
に
有
効
か
、
な
ど
が
中
心
だ
。

別
の
研
究
者
も
「
伝
統
的
な
治
療
や

個
々
人
に
応
じ
た
治
療
を
す
る
C
A
M
の

検
証
に
、
西
洋
医
学
の
研
究
方
法
が
す
べ

【国立補完代替医療センター】
国民の関心の高まりを受け、

米議会は92年、国立保健研究所
（NIH）内に代替医療事務局の設
立を決めた。目的は! CAMの調
査研究" 研究者・科学者のトレ
ーニング# 一般への啓発活動な
ど。99年には補完代替医療セン
ター（NCCAM）に格上げされ、
大学や研究機関からの研究内容
を審査し、研究費を割り当てる
権限を持つようになった。

大
音
響
の
な
か
司
会
者
に
う
な
が
さ
れ
、

ホ
ー
ル
の
舞
台
に
登
場
し
た
医
師
を
、
熱
狂

的
な
歓
声
と
拍
手
で
迎
え
る
。
彼
の
著
書
を

掲
げ
て
サ
イ
ン
を
求
め
る
観
客
に
応
え
つ

つ
、
静
ま
る
の
を
待
っ
て
医
師
は
お
も
む
ろ

に
叫
ん
だ
。

「
ノ
ー
モ
ア
　
ハ
ー
ト
デ
ィ
ジ
ー
ズ
！

（
心
臓
疾
患
を
な
く
そ
う
）」

そ
し
て
、
再
び
大
歓
声
。

一
昨
年
夏
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
健
康
食
品
会
社

が
開
い
た
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
医
師
と
開
発
し

た
「
こ
れ
さ
え
飲
め
ば
心
臓
病
は
な
く
な
る
」

と
た
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
宣
伝
だ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
最
近
、

「
臨
床
実
験
が
不
十
分
」「
根
拠
が
な
い
」
と

医
療
関
係
者
か
ら
指
摘
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。

「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
大
国
」
の
米
国
で
は
、

無
数
の
製
品
が
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
棚
を

埋
め
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
大
々
的
に
P
R

さ
れ
る
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
臨
床
試
験
の

義
務
づ
け
も
な
く
、「
薬
」
と
し
て
の
承

認
も
不
要
だ
。

過
熱
す
る
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
米
食
品

医
薬
品
局
（
F
D
A
）
も
規
制
に
乗
り
出

し
た
。

昨
年
4
月
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
能
力

向
上
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
た
エ
フ
ェ
ド

ラ
成
分
の
入
っ
た
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
発
売

禁
止
に
な
っ
た
。
大
リ
ー
ガ
ー
ら
約
160
人

が
死
亡
し
た
と
い
わ
れ
る
。
米
国
で
の
サ

プ
リ
メ
ン
ト
販
売
禁
止
は
初
め
て
の
ケ
ー

ス
だ
。

補
完
代
替
医
療
（
C
A
M
）
が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
る
つ
れ
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
急

増
し
て
い
る
。

シ
ア
ト
ル
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
で
9
年
前

か
ら
開
業
し
て
い
る
鍼
師
の
モ
ニ
カ
・
レ

ガ
ッ
ト
さ
ん
（34）
は
専
門
学
校
で
鍼
を
3

年
、
漢
方
を
2
年
学
び
、
資
格
を
得
た
。

漢
方
薬
の
処
方
は
患
者
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
複
数
を
混
ぜ
る
。
だ
が
、
漢
方
薬
は

通
信
販
売
や
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
で
購
入
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

「
自
分
で
勝
手
に
選
ん
で
し
ま
う
と
、

効
果
が
な
か
っ
た
り
逆
に
具
合
が
悪
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
」

こ
ん
な
男
性
も
相
談
に
来
た
。

頻
尿
に
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、「
頻
尿

て
通
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
新
た
な
手
法

そ
の
も
の
も
、
開
発
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
」
と
悩
み
を
打
ち
あ
け
た
。
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丹
羽
S
O
D
様
作
用
食
品
の
開
発
者
で
あ

る
丹
羽
耕
三
博
士
は
、
丹
羽
免
疫
研
究
所

所
長
で
あ
り
土
佐
清
水
病
院
院
長
と
し

て
、
毎
日
、
医
療
の
現
場
で
、
癌
、
ア
ト

ピ
ー
、
膠
原
病
な
ど
の
難
病
に
苦
し
む
患

者
さ
ん
達
の
治
療
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま

す
。丹

羽
博
士
は
昭
和
37
年
に
京
都
大
学
医

学
部
を
卒
業
さ
れ
、
医
学
博
士
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
活
性
酸
素
と
S
O

D
の
研
究
を
臨
床
家
と
し
て
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
的
に
も
最
も
早
く
か
ら
手
掛

け
ら
れ
、
世
界
的
権
威
と
し
て
、
広
く
海

外
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

S
O
D
な
ど
の
生
体
防
御
の
研
究
論
文

が
著
名
な
英
文
国
際
医
学
雑
誌
に
続
け
て

発
表
さ
れ
、そ
の
数
は
70
編
を
越
し
ま
す
。

多
忙
な
治
療
の
傍
ら
、
国
際
医
学
専
門
誌

（B
iochem

ical
P
harm

acology)

へ
の

投
稿
論
文
の
審
査
員
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
や
リ
ウ

マ
チ
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
・

S
O
D
様
作
用
食
品
の
開
発丹羽耕三博士

研
究
に
長
年
従
事
し
、
多
く
の
難
病
の
原

因
を
活
性
酸
素
の
異
常
か
ら
解
明
し
、
こ

れ
ら
の
難
病
の
治
療
に
関
し
て
、
S
O
D

様
作
用
食
品
等
の
低
分
子
抗
酸
化
剤
や
抗

癌
剤
を
自
然
の
植
物
・
穀
物
よ
り
開
発

し
、
大
き
な
治
療
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

私
が
開
発
し
た
天
然
の
抗
酸
化
剤
で
あ

る
S
O
D
様
作
用
食
品
は
、
い
ま
全
国
の

何
十
万
人
、
何
百
万
人
と
い
う
方
々
に
健

康
食
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

百
人
と
い
う
医
師
に
も
医
療
現
場
で
難
病

の
患
者
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
優
れ

た
治
療
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

は
前
立
腺
肥
大
が
原
因
。
こ
の
ハ
ー
ブ
を
飲

め
ば
も
う
大
丈
夫
」
と
の
広
告
を
見
て
、
さ

っ
そ
く
購
入
。
だ
が
全
く
よ
く
な
ら
な
い
。

レ
ガ
ッ
ト
さ
ん
の
診
療
所
を
訪
れ
、
実
際
に

悪
い
の
は
前
立
腺
で
は
な
く
肝
臓
だ
と
分
か

っ
た
。「
漢
方
も
ハ
ー
ブ
も
専
門
家
以
外
は

販
売
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
と
思

う
」「

あ
や
し
い
商
法
」
を
見
張
ろ
う
と
い
う

動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
の
精
神
科
医
、
ス
テ
フ

ァ
ン
・
バ
レ
ッ
ト
さ
ん

（71）
は
8
年
前
に
N
P

O
「
ク
ワ
ッ
ク
ウ
オ
ッ
チ
（
イ
ン
チ
キ
医
療

見
張
り
番
）」
を
立
ち
上
げ
た
。
医
療
関
係

者
や
物
理
学
者
、
科
学
者
ら
数
百
人
の
協
力

を
得
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
新
聞
や
テ

レ
ビ
が
報
じ
な
い
C
A
M
の
情
報
を
流
す
。

毎
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
6
千
人
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
質
問
の
メ
ー
ル
も
約

50
通
届
く
。

「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ク
に
30
〜
40
回
通

う
よ
う
契
約
さ
せ
ら
れ
た
が
、
効
果
が
な
い

の
で
解
約
し
た
い
」「
ハ
ー
ブ
の
サ
プ
リ
メ

ン
ト
を
飲
ん
で
い
る
が
、
一
向
に
よ
く
な
ら

な
い
」

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ク
が
万
病
に
効
く
わ

け
で
は
な
く
、
ハ
ー
ブ
製
品
も
品
質
保
証
が

な
い
も
の
が
多
い
、
と
い
う
。

バ
レ
ッ
ト
さ
ん
は
訴
え
る
。

「
マ
ス
コ
ミ
も
国
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を

も
っ
と
き
ち
ん
と
公
開
す
べ
き
だ
」

日
本
で
は

健
康
食
品
に
絡
む
相
談
件
数
は
急
増

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
健
康
食

【サプリメント】
国立完補代替医療センターなど

の調査では、18歳以上の約6割が
サプリメントを利用。日本と異な
り大半の人が民間保険に頼る米国
では、医療への出費を抑えるため
手軽なサプリメントを利用する人
も多い。94年に臨床試験なしで販
売や効能の表示を許可する栄養補
助食品健康教育法が成立したこと
で利用が広がり、00年度の売り上
げは約百八十億ドル（約1兆9千億
円）に。

品
で
の
「
品
質
」「
契
約
・
解
約
」
に
関
す

る
相
談
は
95
年
度
、
そ
れ
ぞ
れ
千
七
百
九

十
三
件
、
四
千
七
十
二
件
だ
っ
た
が
、
03

年
度
に
は
三
千
五
十
二
件
、
一
万
二
千
七

百
七
件
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
多
い
相

談
は
「
飲
ん
だ
ら
体
中
に
湿
疹
が
で
き
た
」

「
頭
痛
が
し
て
気
分
が
悪
い
」「
全
く
効
果

が
な
い
」「
返
品
し
た
い
が
、
業
者
に
応
じ

て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
だ
と
い
う
。

情
報
が
あ
ふ
れ
る
中
、
消
費
者
に
賢
い

選
択
を
し
て
も
ら
お
う
と
厚
生
労
働
省
と

国
立
健
康
・
栄
養
食
品
協
会
は
昨
年
末
、

「
健
康
食
品
の
虚
偽
誇
大
広
告
に
だ
ま
さ
れ

な
い
方
法
」
を
ま
と
め
た
。
!
即
効
性
、

万
能
、
最
高
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
品
な
ど
過

度
の
期
待
を
思
わ
せ
る
書
き
方
"
「
が
ん

が
治
っ
た
」
な
ど
治
療
に
関
す
る
言
及
#

「
奇
跡
的
な
治
療
法
」「
秘
密
の
成
分
」
な

ど
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
ま
だ
認
め
ら

れ
て
い
な
い
医
療
品
を
含
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
る
$
「
驚
く
べ
き
体
験
談
」「
医
師

な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
お
墨
付
き
」
と
の

記
述
が
あ
る
、
な
ど
9
項
目
の
ケ
ー
ス
を

あ
げ
て
注
意
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。



丹
羽
博
士
の
著
書

丹
羽
博
士
の
、
一
般
向
け
の
著
書
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
活
性
酸
素
と
病
気
、
Ｓ
Ｏ

Ｄ
に
つ
い
て
、
平
易
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
安
心
の
医
療
・
本
当
の
健
康
」
（
み
き
書
房
（
株
））

「
ク
ス
リ
で
病
気
は
治
ら
な
い
」
（
み
き
書
房
（
株
））

「
白
血
病
の
息
子
が
教
え
て
く
れ
た
医
者
の
心
」

（
草
思
社
（
株
））

「
活
性
酸
素
で
死
な
な
い
た
め
の
食
事
学
」

（
廣
済
堂
（
株
））

「
正
し
い
『
ア
ト
ピ
ー
』
の
知
識
」
（
廣
済
堂
（
株
））

「
天
然
S
O
D
製
剤
が
ガ
ン
治
療
に
革
命
を
起
こ
す
」

（
廣
済
堂
（
株
））

「
医
は
仁
術
な
り
」

（
致
知
出
版
（
株
））

「
S
O
D
様
作
用
食
品
の
効
果
﹇
小
冊
子
﹈

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
全
20
巻

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

日
本
S
O
D
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
行

し
た
「
会
報
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
様
々
な
疾
患
と
活
性
酸
素
の
関
係
に
つ

い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
要
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
取
扱
店
ま
た
は
、

日
本
S
O
D
研
究
会

（
〇
四
九
‐
二
五
五
‐
八
七
二
八
・
F
A
X
兼
用
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日 本 S O D 研 究 会 N o . 7 3

ー 4 ー

SOD関連出版物一覧

あ
し
た
も
元
気
（
No
65
）

【
栄
養
士
高
橋
広
海
】

緑
黄
色
野
菜
の
パ
ワ
ー
を
知
ろ
う

人
間
の
体
は
、
毎
日
野
菜
を
食
べ
な
く
て

は
正
常
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
と
く
に
緑
黄
色
野
菜
は
人
間
の
体
に
と

っ
て
、
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
の
供
給
源
と
し
て
の
働

き
が
あ
る
か
ら
で
す
。

人
間
の
体
内
で
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル

を
作
り
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん

が
、
緑
黄
色
野
菜
は
自
分
で
カ
ロ
チ
ン
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
を
合
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ミ

ネ
ラ
ル
は
畑
の
土
か
ら
吸
収
し
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
に
は
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ
り
ま
す

が
、
主
た
る
働
き
は
、
体
内
で
行
わ
れ
る
い

ろ
い
ろ
な
代
謝
の
調
節
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

緑
黄
色
野
菜
に
は
、
カ
ロ
チ
ン
（
ビ
タ
ミ

ン
A
）、
ビ
タ
ミ
ン
B1
、
ビ
タ
ミ
ン
B2
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

※
カ
ロ
チ
ン
は
小
腸
の
酵
素
の
働
き
で
体
内

に
必
要
な
分
だ
け
ビ
タ
ミ
ン
A
に
転
換
さ
れ

吸
収
さ
れ
る
。

食
物
繊
維
の
役
割
は
、
便
秘
の
予
防
や
大
腸

が
ん
の
予
防
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
作
用
、

血
圧
上
昇
抑
制
効
果
、
糖
尿
病
の
予
防
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

ト
マ
ト
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
の
鮮
や
か
な
色

に
は
リ
コ
ピ
ン
や
カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
と
い
う
色

素
が
あ
り
ま
す
。

体
の
サ
ビ
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
、
発
ガ

ン
物
質
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

さ
つ
ま
い
も
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
の
紫

色
は
、
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
い
う
色
素
が
あ

り
ま
す
。
抗
酸
化
作
用
や
老
化
防
止
、
肝
機

能
の
改
善
に
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
う
れ
ん
草
や
あ
し
た
ば
、
ケ
ー
ル
な
ど

の
緑
色
は
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
と
い
う
色
素
が

あ
り
ま
す
。

発
ガ
ン
物
質
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
り
、

便
通
を
整
え
る
、
抗
菌
作
用
、
抗
酸
化
作
用

が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
体
は
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
、
喫
煙
、

排
気
ガ
ス
、
紫
外
線
な
ど
に
よ
り
「
活
性
酸

素
」
が
過
剰
に
発
生
し
、
細
胞
を
傷
つ
け
酸

化
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
老
化
や
生
活

習
慣
病
な
ど
様
々
な
症
状
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
い
ま
す
。

緑
黄
色
野
菜
に
は
「
S
O
D
」
と
い
う
抗

酸
化
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
普
段
の
食

事
か
ら
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

し
か
し
ど
う
し
て
も
現
代
人
に
野
菜
は
不

足
が
ち
…

「
S
O
D
様
作
用
食
品
」
は
抗
酸
化
作
用

の
強
い
食
品
で
す
の
で
、
日
常
的
に
取
り
入

れ
て
、
健
康
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

●
お
な
じ
み
の
緑
黄
色
野
菜
●

ニニニニ
ンンンン
ジジジジ
ンンンン
…
ニ
ン
ジ
ン
の
主
成
分
「
カ
ロ
チ
ン
」

は
、
体
内
で
必
要
に
応
じ
て
ビ
タ
ミ
ン
A
に
変

換
さ
れ
る
。

粘
膜
を
補
強
し
免
疫
力
を
高
め
る
働
き
。
ガ

ン
予
防
。

トトトト
ママママ
トトトト
…
赤
い
色
素
「
リ
コ
ピ
ン
」
に
抗
酸
化

作
用
が
あ
る
。
ガ
ン
細
胞
抑
制
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
る
。
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下
作
用
。

カ
リ
ウ
ム
も
含
ま
れ
、
体
内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
と

結
合
し
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
さ
れ
る
の
で
高
血

圧
予
防
の
働
き
も
あ
る
。

ブブブブ
ロロロロ
ッッッッ
ココココ
リリリリ
ーーーー
…
レ
モ
ン
の
約
2
倍
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
美
肌
に
よ
い
。

ビ
タ
ミ
ン
B1
や
B2
、
カ
リ
ウ
ム
、
な
ど
も
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
。

胆
汁
の
分
泌
を
促
し
て
肝
機
能
を
活
発
に
す

る
働
き
。
が
ん
予
防
。
老
化
防
止
。

春春春春
菊菊菊菊
…
緑
黄
色
野
菜
の
中
で
も
春
菊
は
抗
ガ
ン

作
用
が
あ
る
代
表
的
な
野
菜
。
カ
ロ
チ
ン
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
て
発
ガ
ン
性

物
質
を
分
解
す
る
働
き
、
抵
抗
力
を
高
め
る
働

き
。

ほほほほ
うううう
れれれれ
んんんん
草草草草
…
緑
黄
色
野
菜
の
王
様
と
い
え
ば

ほ
う
れ
ん
草
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
主
成
分
と
な

る
鉄
分
と
、
体
内
で
鉄
の
吸
収
を
助
け
る
ビ
タ

ミ
ン
C
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
の
で
貧
血
防
止

に
よ
い
。

ささささ
つつつつ
まままま
いいいい
もももも
…
さ
つ
ま
い
も
の
ビ
タ
ミ
ン
C
は

デ
ン
プ
ン
に
包
ま
れ
て
い
る
の
で
加
熱
し
て
も

壊
れ
に
く
い
の
が
特
徴
。
ま
た
ア
ン
ト
シ
ア
ニ

ン
を
含
み
、
抗
酸
化
力
、
老
化
防
止
な
ど
に
よ
い
。
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